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2004年に法人化された筑波大学では、本年3月末をもって第一期の中期目標期間を終了し、 2010年4月からは新

たな第二期中期目標がスタートします。筑波大学付属学校教育局では、附属学校の将来構想についてー長期にわたる

議論を重ねた結果、「先導的教育拠点Jr教師教育拠点Jr国際教育拠点」の 3つを旗印に、各附属学校の特性に応じ

た発展を図っていくことを第二期中期目標の要と致しました。

本校では、これらの一部を先取りする形で様々な取り組みを行ってきました。附属学校として大学との連携が求

められる中で、「筑!拘「リーダー形成」プロジェクトj など、筑波大教員との共同研究も活発に展開してきました。

さらに、附属駒場中高等学校連携小委員会を常設し、多数の大学教員にご参加し 1ただき、大学との連携のさらなる

深化による教育活動の充実にも努めております。本校 08や筑波大学教員による社会貢献フ。ロジェクト「筑駒アカデ

メイアJも2007年より開始し、一般向けの講演会と本校生徒による地域小学生向けワークショップなどで、地域貢

献にも積極的に取り組んでおります。教員免許状更新講習においても、駒場を会場とした講座を各種開請しており

ますが、特に附属学校実践演習として行った本校授業の公開では受講者から高い評価をいただいております。

また、本校は 2002 年度にスーパーサイエンスハイスクール (SSH) に指定され、「先!.m~的な科学者・技術者を育成

するための中高一貫カリキュラム研究と教材開発」の課題に、延長期間を含む5年間にわたって取り組んでまいり

ました。その実績が評価され、 2007年度に SSH校に再指定され、現在は「国際社会で活躍する科学者・技術者を育

成する中高一貫カリキュラム研究と教材関与台一中高大院の連携を生かしたサイエンスコミュニケーション能力育成

の研究-Jのテーマの下、全校一丸となって 3年目の事業を展開しております。特に、サイエンスコミュニケーシ

ョン能力の育成に関しては、「学びあい・教えあし、jをキーワードにして、中高の枠を超えた具学年合同授業や、高

校生が小学生を教えるサマースクール、ワークショップなども行っております。国際交流でも、昨年度は北京師範

大学附属学校へ、今年度は台中第一高級中学校へ生徒を派遣し、密度の濃い交流を行っております。

以上のように本校の取り組みは極めて多岐にわたっておりますが、教育機関として最も大切なことは日々の教育

活動の充実にあることは言うまでもありません。本論集は、本校における教育研究・教育実践の成果を教科男IJにま

とめたものです。これは、最初に掲げた附属学校の中期目標の一つである「先導的教育拠点j としての本校の位置

づけにも大きく関わることです。本校の研究成果が、関係各位の教育活動のご参考になれば幸いです。本校及び関

係各位の教育実践のより一層の充実をはかるため、本論集への忌障のないご意見、ご批判、ご提言を賜りますよう

お願い申し上げます。

2010年 3月

筑波大学附属駒場中・高等学校

校長星野貴行
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